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研究の目的と方法 

本研究の目的は、我が国における前置癒着胎盤の周産期管理

の実態ならびに前置癒着胎盤症例のうち「胎盤残置例」の予

後を明らかにすることである。 

 

一次調査：全国周産期医療連絡協議会の構成各施設における

前置胎盤の周産期管理方針および2010〜2014年における

前置癒着胎盤の症例数に関するアンケート調査を行う。 

 

二次調査：各施設で管理を行った「胎盤を残置する子宮温存」

例に関する臨床情報を収集する。一次および二次調査をもと

に、我が国における前置癒着胎盤の周産期管理の実態を把握

し、かつ「胎盤を残置する子宮温存」例の予後解析を行う。 

利用、又は提供する 

試料・情報の項目 
診療記録 

研 究 対 象 者 当院の患者（対象疾患：前置胎盤および前置癒着胎盤） 

研 究 対 象 期 間 西暦 2010年 1月1 日から西暦 2014年 12月 31日の間 

利用する者の範囲 

多施設共同研究 

研究代表機関名：慶應義塾大学医学部産婦人科 

代表研究責任者：宮越敬 

個人情報の取扱い 

に つ い て 

使用するデータは、個人情報が特定されないよう匿名化に十

分配慮して扱います。 

研究成果が公表される場合にも、患者さんが特定できるよう

な情報が公表されることはありません。 

お問い合わせ先 

該当する研究の対象となる患者さんで、ご自身の情報を利用

しないでほしい等のご要望がございましたら、大変お手数で

すが下記のお問い合わせ先までご連絡ください。 

 

順天堂大学医学部附属静岡病院 産婦人科 

  電話：055-948-3111(代表) 

  研究責任者：田中 利隆 

 


